
奨学金受給者、体育会クラブからの感謝の声 
 

奨学金を受給した学生や体育会クラブから、ご支援をいただきました皆さまに感謝の声が

届いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家計が急変したことにより、学費の一部を払うため、勉学よりもアルバイトを優先するように

なっていました。この奨学金のおかげで、アルバイトにかける時間を少なくすることができたた

め、以前よりも多くの時間を勉学に費やすことができるようになり、奨学金を受けた後、成績が

上がりました。 

恐らく大学には私のように家庭の事情により、学費の支払いが困難になっている方がいると思

います。しかし払えないとあきらめず、大学の奨学金制度を頼って欲しいと思います。奨学金を

頼ることによって、大学生活の充実度は必ず上がると思います。 

家計急変者向けの奨学金に採用されて受けたメリットはその金額以上に大きいものがありまし

た。父の仕事の関係で家計状況が悪化し、学費の準備が難しくなる中で休学も視野に入れて検討

しましたが、それには時間的にも金銭的にも大きな負担がかかることに加えて、進路に対するリ

スクも生じます。この奨学金に採用されたことと母の協力のおかげで何とか学費を準備できまし

た。結果、大きな負担やリスクを取ることなく、今まで以上に自分の進路や学業に対するやりが

いを見い出すこともできました。 

経済的に苦しいときは精神面への影響が出ることも否めないことだと思います。そのような状

況下で皆さまからこのような形のサポートを受けることができたことは、私の学生生活に大きな

プラスの要素になりました。ありがとうございました。 

私は、2015年に法政大学家計急変奨学金を申請し、給付金をいただきました。大学3年生の

時に父親が脳溢血で倒れ、そのことが原因で会社を退職することになりました。そのため、4 年

生に上がってから授業料の支払いが困難になりましたが、法政大学家計急変学生支援奨学金をい

ただいたことで授業料を支払うことができ、無事卒業することができました。 

卒業後は、家計急変学生支援奨学金のおかげにより就職できたということもあり、今後正社員

として社会に貢献していきたいと考えています。奨学金をいただいて今があることを忘れず今後

社会人として学生の時にもらった恩を返していきたいと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度は家計急変学生支援奨学金を給付していただき、本当にありがとうございました。大学

を受験している最中に両親が離婚し、生活費の捻出もままならないほどの状況が続いていた為、

学費の納入も困難を極め、代わりにどこかからお金を借りてくるあてもなく、本当にそういった

理由で一生懸命に努力して入った大学をもうやめなければいけないのかと途方に暮れていたの

で、家計急変学生支援奨学金を給付していただき、この上なく感謝しています。この奨学金のお

かげで今も大学に通うことができています。 

このことを無駄にはせず、二年生からはより一層勉学に励み、大学でより多くのものを学び得

たいと思っています。今後も経済的に厳しい状況は続きますが、アルバイトと節約を最大限にし、

大学に4年間通い立派な卒業生、社会人になって社会に貢献していきたいと思います。 

 



 

○体育会重量挙部からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重量挙部は、1952年の創部以来、三宅義信をはじめとする多くの名選手を輩出し、オリン

ピックでは金2、銀3、銅3個のメダルを獲得しております。ロンドン五輪では三宅宏実が48kg

級で銀メダルを獲得しましたが、昨年の世界選手権でも銅メダルを獲得し、リオ五輪への出場が

決まっております。 

 現役部員は20名で、4月の全日本学生選抜では4年の篠原航平が77kg 級で、2年の野中

雅浩が+105kg級で、5月の全日本学生個人では主将の比嘉翔矢が+105級で優勝しました。野

中は世界ジュニア選手権の代表にも選ばれました。4年の赤松哲郎は学生のレベルを超えて4

月のアジア選手権に出場し、94kg級で9位という成績をおさめました。 

 我々がこのような成績を残してこられましたのも、卒業生をはじめとした寄付者の皆様のご支

援があってのことであります。心より御礼申し上げます。 

 受給いたしました寄付金は部の運営費用に使わせていただいております。重量挙げは非常に繊

細な競技で、わずかな体重の増減でも成績に大きく関わってきます。そこで重要になってくるの

が体調管理です。普段からプロの栄養士の綿密な指導を受け、大事な試合の前には調整合宿を行

い、試合に臨める身体を作り上げております。このような充実した環境を維持できておりますの

も、皆様のおかげです。 

 これからは12月のインカレ団体での優勝は言うまでもなく、学生記録、日本記録を目指し、

2020年の東京オリンピックに一人でも多くの法政出身者が出場できるよう、精進していきた

いと思っております。 

 今後もご支援、ご声援のほど、よろしくお願いいたします。 

 



○体育会ラグビー部からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学体育会ラグビー部は、1924年に創部し、現在約90名の部員で活動しております。

全国大学ラグビーフットボール選手権大会（大学選手権）3回優勝、5回準優勝という実績を

上げております。また、関東大学ラグビーリーグ戦グループの一部リーグ（リーグ戦）で13

回優勝しています。近年の成績として、2013年にリーグ戦6位、2014年にリーグ戦3位・

大学選手権セカンドステージ出場、2015年にリーグ戦5位・大学選手権セカンドステージ出

場と、必ずしも満足のいくものではありません。本年度は、リーグ戦優勝、大学選手権4位以

上を目標に、チームスローガンとして「REBORN」を掲げ、「強い法政ラグビー部の復活」を

はかるために、チーム一丸となって練習に励んでおります。 

これまで、当部に、リーディング・ユニバーシティー法政募金による寄付をしてくださいま

した皆様方に、心よりお礼申し上げます。当部が、日々、リーグ戦優勝・大学選手権4位以上

という高みに向けて、ラグビースキルの向上を図りトレーニングに励むことができていますの

は、ひとえにご支援して下さっている皆様方のお陰です。多くの方々からのご支援がなければ、

当部の活動は成り立ちません。 

寄付金の具体的な使い道としては、用具費、合宿費、ボランティアで当部を指導して下さっ

ているコーチの交通費などに使用させていただいております。リーグ戦が9月から開幕する関

係で、当部は、例年8月に、合宿を約3週間にわたって実施します。12月から翌年1月の大

学選手権までの長いシーズンに向けて、チームづくりに欠かせない合宿となっております。合

宿の期間が長いため、それには多額の費用が必要となります。 

伝統あるラグビー部の輝かしい実績にさらなる成果を加えるために、すべての部員が全力で

励んでいく所存です。これからも変わらぬご支援とご声援を、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 


